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飲み薬による治療
　作用の異なる薬がいくつ
かあり、それぞれ症状のコ
ントロールが期待できます。
レボドパ含有製剤…脳内の
ドーパミンが減ることがパー
キンソン病の症状のおおも
とですから、ドーパミンを脳

に入れてあげれば症状は改善します。この薬は体内に
吸収されたあと血流に乗って脳に入って、ドーパミンに変
換されます。なお通常は、レボドパ含有製剤が脳へ入り
やすいように工夫された、ＤＣＩ（ドーパ脱炭酸酵素阻害
薬）を混ぜた配合剤が使われます。
ドーパミン受容体刺激薬…受容体とは、神経伝達物
質であるドーパミンを受け取る（受容する）部分のこと
です。この薬は受容体に直接結合し、刺激します。
酵素阻害薬…ドーパミンは、それを放出（伝達）する側と受
容体の間を行き来するうちに、いくつかの酵素の働きで代
謝（分解）され、徐 に々量が減っていきます。減った分を補充
できなくなる病気がパーキンソン病なのですが、酵素の働き
を阻害（抑制）すれば、ドーパミンが減りにくくなります。そのよ
うに作用する薬を酵素阻害薬といいます。酵素阻害薬のう
ちMAO-B阻害薬は、ドーパミンを代謝する酵素の働きを脳
内で抑えて、ドーパミンの量を保ちます。末梢COMT阻害薬
は、併用するレボドパ含有製剤を代謝する酵素の働きを末
梢で抑え、レボドパ含有製剤の効果を助けます。

症状はゆっくり少しずつ、時間をかけて進む
　パーキンソン病は進行性の病気で、医学的には症状
ごとに以下のように分類されています。しかしそのスピ
ードは遅く、時間をかけてゆっくり進みます。個人差もあ
り、重症度ⅠやⅡのまま進まない人もいます。なお、重症
度Ⅲ以上かつ生活機能障害度Ⅱ（日常生活、通院に部
分介助を必要とする状態）以上の場合は治療費の助
成を受けられ、４０歳以上なら介護保険も利用できます。
重症度Ⅰ…左右どちらかだけに振戦や筋強剛がある
状態で、日常生活にはほとんど不自由ありません。
重症度Ⅱ…左右両側に症状があり無動も加わってく
るものの、姿勢反射障害はありません。仕事にはやや
支障を生じますが、自立した生活を送れます。
重症度Ⅲ…姿勢反射障害や歩行障害が加わり、生
活のなかで部分的な介助が必要になります。仕事は
職種や職場環境次第で続けることができます。
重症度Ⅳ…一人で歩くことが難しくなり、生活のさま
ざまな場面で介
助が必要です。
重症度Ⅴ…一人
では立つことが
できず、ベッドや
車椅子での生
活になります。
全面的な介護が
必要です。



飲み薬による治療
　作用の異なる薬がいくつ
かあり、それぞれ症状のコ
ントロールが期待できます。
レボドパ含有製剤…脳内の
ドーパミンが減ることがパー
キンソン病の症状のおおも
とですから、ドーパミンを脳

に入れてあげれば症状は改善します。この薬は体内に
吸収されたあと血流に乗って脳に入って、ドーパミンに変
換されます。なお通常は、レボドパ含有製剤が脳へ入り
やすいように工夫された、ＤＣＩ（ドーパ脱炭酸酵素阻害
薬）を混ぜた配合剤が使われます。
ドーパミン受容体刺激薬…受容体とは、神経伝達物
質であるドーパミンを受け取る（受容する）部分のこと
です。この薬は受容体に直接結合し、刺激します。
酵素阻害薬…ドーパミンは、それを放出（伝達）する側と受
容体の間を行き来するうちに、いくつかの酵素の働きで代
謝（分解）され、徐 に々量が減っていきます。減った分を補充
できなくなる病気がパーキンソン病なのですが、酵素の働き
を阻害（抑制）すれば、ドーパミンが減りにくくなります。そのよ
うに作用する薬を酵素阻害薬といいます。酵素阻害薬のう
ちMAO-B阻害薬は、ドーパミンを代謝する酵素の働きを脳
内で抑えて、ドーパミンの量を保ちます。末梢COMT阻害薬
は、併用するレボドパ含有製剤を代謝する酵素の働きを末
梢で抑え、レボドパ含有製剤の効果を助けます。

症状はゆっくり少しずつ、時間をかけて進む
　パーキンソン病は進行性の病気で、医学的には症状
ごとに以下のように分類されています。しかしそのスピ
ードは遅く、時間をかけてゆっくり進みます。個人差もあ
り、重症度ⅠやⅡのまま進まない人もいます。なお、重症
度Ⅲ以上かつ生活機能障害度Ⅱ（日常生活、通院に部
分介助を必要とする状態）以上の場合は治療費の助
成を受けられ、４０歳以上なら介護保険も利用できます。
重症度Ⅰ…左右どちらかだけに振戦や筋強剛がある
状態で、日常生活にはほとんど不自由ありません。
重症度Ⅱ…左右両側に症状があり無動も加わってく
るものの、姿勢反射障害はありません。仕事にはやや
支障を生じますが、自立した生活を送れます。
重症度Ⅲ…姿勢反射障害や歩行障害が加わり、生
活のなかで部分的な介助が必要になります。仕事は
職種や職場環境次第で続けることができます。
重症度Ⅳ…一人で歩くことが難しくなり、生活のさま
ざまな場面で介
助が必要です。
重症度Ⅴ…一人
では立つことが
できず、ベッドや
車椅子での生
活になります。
全面的な介護が
必要です。



レボドパの代謝
を抑える

DCI

ドーパミンの代謝を
抑える

代謝

代謝

代謝

血液-脳関門

末梢 脳内

ドーパミン遊離促進薬…ドーパミンを放出する部分の
働きを強め、ドーパミンの量を増やします。
抗コリン薬…ドーパミンが減ることで相対的に作用が
高まる神経伝達物質「アセチルコリン」の働きを抑える
薬です。振戦の改善効果があると言われています。
ノルアドレナリン補充薬…神経伝達物質の一つ「ノル
アドレナリン」を増やす薬で、すくみ足を改善します。
レボドパ代謝賦活薬…元はてんかんの薬で、ドーパミン
の代謝・放出などを調節する作用があり、パーキンソン
病にも使われます。
アデノシンA2A受容体拮抗薬…ドーパミンの作用とは別
の経路で働き、レボドパ含有製剤の効いている時間が短縮
してしまう、ウェアリング・オフ現象という症状を改善します。

◆患者さんの症状や年齢などを考慮し薬を選択
　これらの薬のなかで、総合的に一番効果があるのは
レボドパ含有製剤です。しかしレボドパ含有製剤は長
期間服用していると次第に効果が弱く不安定になった
り、不随意運動や幻覚、吐き気などの副作用が出やす
くなります。このため、長い期間治療を続けることが予
想される50代、60代で発病した患者さんには、最初は
まずできるだけレボドパ含有製剤の使用量を抑えてほ
かの薬で補うという考え方が主流です。
　一方、高齢の方にはレボドパ含有製剤がよく処方さ
れます。また患者さんが、からだを動かす仕事を続け
たいと希望される場合なども同様です。
◆おもな副作用と悪性症候群について
　パーキンソン病の薬は副作用で吐き気を起こすこと
がよくあります。ただしこれは最初の1カ月ぐらいで慣
れることが多いようです。便秘もよく起こる副作用で
す。パーキンソン病による自律神経症状の影響もあり
ます。なお、吐き気も便秘も薬で比較的よくなります。そ
のほか、脳で作用する薬なので、幻覚や妄想などが
現れることがあり、その場合は薬の量を加減します。
　注意が必要なのは「悪性症候群」です。まれにし
か起こりませんが、薬を急にやめたときや夏場の脱
水時に起こります。発熱と痙攣がその症状です。こ
のような症状が現れたら、すぐに救急車を呼んでく
ださい。なにより、薬の量を自己判断で変えないこと
が大切です。
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●筋強剛などのために関
節が固まって、本当に動
かなくなってしまうのを
防ぎます。
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 矢野エメラルドマンション306号
TEL 03-6257-3994　FAX 03-6257-3995
ホームページ https://jpda-net.org
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